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フノ   
[u] で aanma 

n
e
 

力
 a
 

k
 

オ カ アン カ トウ 

okaan@katu 

ア ノモンモモ． 

an0m6mmomo   

イレス テ ヤシ 

iresu@ casi 

6[u]c チャシヴ 百 SlupSo . ァソ p ヱ 

コヤ イカラ ルウ ュ 

koyayka 丁 ruwe 

ェネ オカ     
ene@oka@hi   

シカサ チュ プ / カ 
slka で lcup  noka 

ニン チユプ / ； 
[u]nIn  cup  noka 

エアルワ ト ． 

l0 earuwalo   

9
 
 

皿
Ⅱ
は
㎎
円
円
 
邸
 

 
 

いつもいっも 

暮らしていたことを 

私はつぶきに 述べる・ 

育てられた 城 

城の内部の 

作りよ う は 

次のよ う ・ 

満月の形 

三日月の形 

ばかりの模様に 満ちていた   

9) 「 anmakane ランマ・カネは 直訳すると《いつもいつも》だが ，語り手は，次の 行と 

合わせて，「まてえにあ すかって (= 大切に育てて ) くれたことを」と 説明している・ 1 
行 5 音節を原則とするリズムに 合わせるため ，行の頭に母音 u が加えられている・こ 
れを [u] で表す・以下同様， 
1l) an-omom 血 omo アン・ オモム モモ く 私は・こまごまと 詳しく述べるか・ 他動詞の不 

定人称主格接頭辞はこの 砂 流方言では通常 a- ァ - だが，ふしをつけて ユ 一ヵ ラ を歌う 
ときに，母音の 前でしばしばこのように an- ア ン - の形をとる・ 

12) casi チャシは，この 場合戦いのための 城 やとりでではなく ，住居であ る・「 4. 日本 
語訳について」を 参照・ 

13) upsor ヴプソ戸く 懐中》が upsoro ウプ ソロと発音されている・このようにⅠで 
終わる語の場合，歌うふしのために 語末をのばすとき ， r の前の母音が 後にも現れて ， 

開音節のように 発音されることがしばしばあ る・この母音は 音節数には入らない・ 
16-17) sikari cup シカリ・ チユプく 丸い・ 月か ， nincup ニン・チュ プ & 減って か きく 

なった・ 月 かを語り手はそれぞれ「満月」「姉日月」と 訳している・ 月の形の模様 は， 
後にわかるよ う に ， 育ての 姉 神の素性を象徴している・ 392-393 行 目 にも同じ表現が 
出てくる   
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タン イョイ キリ 

tan  lyoyklr 

ラ ン ベ ・ン クン ネ 

[u] 「 anpeskunne 

チシト タリン． 

CIsltunl 「 e   

イョイ Ⅰ yoykl キリエン； て enka 
ニシハ @  ム ソ ヘ @ 
  [u]nlspamu え pe 

19  宝器が 

20  山のようにいっぱいに 

21  陳列されていた     

22  宝器の上の方に 

23  長者のはくような 立派な刀が 

カ
 
9
 u
k
a
 

ト
士
 

ン
 n
 

サ
田
 

 
 
オ
ト
 
O
t
U
 

オウカ ウイル． 

Ⅰ u]owkauyru   

24  何本もの 柄 ( っか ) が 

25  重なるようにかけてもった   

イヨイ キリ モ ノボ ク   
iyoykir  monpok  ta 26  宝器の積んであ るそばに 

カ ネ アム セツ 

[U]k 俺 lneamSet 27  合 ( かね ) の高床 ( たかどこ ) 

ほか @   
1g)  tan  iyoyk トタン・ イコ イキリ《ここの・ 宝器の山積み》 月 yoyk トイコ イキリは i- 
o-ikir イ ・ オ ・ イ キリくものを・ 入れる・山積み》， sinlok0  シントコく行器分や ， patci 

/ ト ッチく鉢 》など， ぬ りものの上等の 器が，宝物として 家の中の東北側の 壁の前に陳列 
されているのをい う   
20) ranpes kunne ランペ シ ・ クシ ネ 、 く 海岸の下の段丘・のように ル   Ⅰ anpes ー フ ンペシ ・ @ 
は ra-un-pes ラ ・ ヴン ・ ペシ 《 下 ・の・海岸段丘㍉ 語り手によれば ，海岸の段丘が 二 
段 になっていて ，その下のほうのものをいう・ 日常語でほ sa un masar サ ・ ヴン ・ マ 

サラ という． rik-un.pes リク・ウン・ベシ な上，の ・海岸段丘 [ 日常語の mak un 
masar マク・ウン・マサ 力の対． kunne クシ ネ 、 は kur 、 ne クル・ ネく影 ( 二形様 ) に 
なって ヵ ，つまりくのよう ( な形 ) に ヵ   

24)  1u  トゥは & 二つの》， 0. オ ・ ほ 不明・ tu  トク・‥ re l@,,.(396-397 行日参照 ) と同様 
に ， olu. ‥ ore. ‥ オトウ - オレ - もく二つも三つも》つまりくいくつものかを 表すが， 

しばしばこのようにその 前半だけでも 用いられる・ sanluka サント ヴカ はく刀の柄》 っか   
san サンはく前に ) 出る》・語り 手によれば，かけてあ るときに santuka サントゥ カ 

といい，抜くときは nipihi ニピヒは柄 ，ついている 棒 》という   
26)  mon-pok  モン・ ポク く手・の 下 》は ， &. , . のすぐ 下 ，すぐそばか   

27) amset ア ムセッ く 高床》はユーカラの 表現で，日常語では set セッ という・これ 
ほ 通常 く 寝床》やく熊の ) 濫 》をさす・ am- アムーの意味は 不明だが，ユーカラの 中で ， 
名詞の接頭辞としてときどき 出てくる・ kurka クル 力 は日常語で &. , . の上面一帯か 
をいうが，ユーカラでは ，日常語で単に ka 力く ‥・の上》というようなときにも ， し 

ばし ぼ kurka クル 力 が用いられる．この 行の場合は，日常語で set ka セッ ・ 力く高 
床 ・の上 ンと 言えば 2 音節のところを ， am ㏄ t kurka アムセツ ・クル カと 言えば， 4 

音節になり，さらに 行の頭に母音 u をつけて， 5 音節にして歌っている   
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ヴウオ エロ シキ ・ 

uwoeToskI 41    たくさん並べて 

イ コイ ブシバ 

[uJikoypunpa 42  禾ム @ こ 供し 

イワシ バ カ トウ 

二丁 espa  katu 43  育ててくれたこ と を 

ア ノモンモモ   
anomommomo   44  私はつぶさに 述べる   

タ ホ アナク ネ 

6 tane anakne 45 今はもう 

      ポロ / 
semor@ porono 46  私はかなり大きく 

アナン   コヰ 
[u] 蓋 nan  kiko ブ 47  なって 

イ コロカ ヌ イ ェ 

ikorka@nuye 48  刀のさやに 

トニカ ヌイヱ 

tomika@nuye 49  彫刻をし 

タ ハ " 、 ン ヘ "  ノ " @ アク 
10@tapan@pe@patek 50  このことばかりを 

ホブキ     アキ 
nepki  ne  aki 51  仕事にして 

アナン アワ 

[u]anan@awa 52  い たが 

シネ アン     
slne  an  Ⅰ o  ta 53  あ る日のこと 

ニ サプラム タ 

[ujnisapram@ta 54  ふと 

48-49)  to 而 トミは《 宝 》・ ikorka nuye イコロカ ・ヌイ ェ も t0 ㎞ ka nuye トミ 力 ・ 

ヌイ ェ も共に ， 刀のさやに彫刻することを 言う・同義の 語を並行的に 使った対句は ， 

アイヌ語の韻文や 美文表現でよく 使われる手法であ る・ 同じことをよく sirka nuye 
to ㎞ ka nuye シリカ・ヌイェ・トニカ・スイスという・ sirka シリカ《刀のさや・の 

上 か は，やはり《刀のさや》の 表現の一つ・ ikor イコロ は ， 語り手によれば「刀のよ 
うな形をしたもの」，宝物置き 場に飾られる 力く宝剣かをいう・ ka 力は 《の上 か ・「こ 
れがたくさんあ るのは nispa ニシパ 6 長者かだから to ㎡ ka トニカという」と 語り手 

は 説明している・ 
54) ㎡ sap-ram la 二 サプ，ラム， タく急、 な ， 心 ・に》つまり く 突然，ふと》   
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山 へ行きたく 

なったので 

パッと立ち上がった   

横座に 

ひざを 

そろえてすわり 

育ての姉に 

向かって話しかけ 

次のように言った   

「よく聞いて 下さい 

私の姉さん 

あ なたは一人で 

56) epa-ki エパ ・ キ目 a-ki ア ・ キく 私は・する》．韻文では ， a- ア - が epa- エパ - と 

なることがよくあ る． これでこの行は 5 音節に整っている． 

5 ㌻ f60) ひざを折って 坐るのは，語り 手によれ ば 「遠慮のない」様子で ，主人公は強い 
からこのような 坐り方をした．ふつうはあ ぐらをかく．それは amaklrpouhosire アマ 
キリ ポ ・ ウホシレと 言い， 「遠慮している ( 謙遜にかしこまっている ) 」様子を表す ， 

という． 

64) koninkar kusu コニ ンカラ・ クス はくよく聞いて 下さい》という 意味だと語り 手 
は 言い，その後に ilakan  ciki/akorsapo/pirkanonu  yan  イ タカン・チキ ノ ア コ p   

サポ / ピリカノ・ ヌ ・ヤン ( 私がものを言うから / 我が姉よ / よく聞いて下さいかを 

補って説明している・ 
65)  epa-kor エパ ・ コ 口目 a-kor  ア ・ コ a  く 私が・持つⅠ私の》・ epa- エ パ -=a. ア -( 前 

出 ). 
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 ユキ ムネ アン ヤク 
ekimnean@yak 

ユ ク チコイ キプ 

[u]yuk  clkoyklp 

セ
 ㏄
 

オ
 
チ
 ・
 
O
 
u
 

シ
 ・
 
臼
 

力
 a
k
 アユエカラカラ 
l0ae さ lkarkar 

キ ク シ ネ ナ ． 

[u]klkusnena   

67  今まで 

68  私を養って 

69  下さったが 

70  それでは申し 訳ない 

7 Ⅰ から 

72  今日は 

73  私が山へ行って 

74  シカをとり 

75  背負って来て 

  ら
 

ふ
 ん
 

げ
す
 

あ
ま
 

6
 
7
 

@
 
7
 

67) 日常語で te pakno テ ・ パク / くここ・まで ニ 今まで か だが，韻文ではよく 前に 
tapan タ パンくこの》をつける・これで 5 音節に整う・ 

68 巧 9) ci-- i 弍 karkar チ -- イ ・ エ カラカラ バ あ なたが ) 私を / に ‥・するか， paro 
o-iki パロ・ オ ・ イキ くその ロ ・の所に・ものごとを・する か は く ‥・を養う ソ ・ i- 

ekarkar イ ・ユカラカラ iyekarkar は イイェ カラカラと発音されている・このように ， 

母音で始まる 動詞の前に i- イ ー がつくとき，発音上よく 間に y が入る ， 
70)  a-e-eoripak ア ・ エ ・エオ リパク & 私は・あ なたに・そのことで 遠慮する》つまり 

く私はあ なたに恐縮に 思、 うかを ay,eoripak アイエ オリパクと 発音している・この 語り 
手の言葉では ， ae アエ は多くの場合 ay アイという二重母音になる・それでこの 行 

は 5 音節に整っている・ 
72) lanan lo or ta タ ナン・ ト ・ オ p . タ 《この・ 日 ・の 所 ・にかは，日常語の tanto 
タント ( 今日》 (tan-to タン・ ト 《この・ ロ めに当たる韻文の 表現・これで 1 行が 5 音 

節となって整う． or ta オ p . タは otta オッタ と 発音される・ 
73 一 ， i76)  cl..,.a-e-ekarkar チ --  ア ・ エ ・ユカラカラ く 私が・あ なたを / に ・‥・する》， 

kas@ o-se  カシ ・ オ ・ セ くその上・に・ 背負う》は， ( 持って行く / 来る ル ・ ae- ア エ ーは 

ay  アイと発音きれている ( 前出 ). aeekarkar ア エエカラカラのあ とに， kus  クシと 
言っているが ，これは語り 手によれば「言葉一つ 余分に入った 小 
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よろいかぶとを 

出して下さい・」 

私が言 うと 

育ての姉は 

昔の古いながもちを 

ひきずり出して 来て 

しぼってあ るひもを 

何 箇所もみなほどいた   

ながもちの中から 

立派なよろりかぶとが 

神風に 

78) a-e-hayokkunip ア，ェ ・ ハョク ・ クニ ・ プ ( 私が・それで・ 武装する・べき・も 

の》つまりく 武具》・語り 手は「よろいかぶと」と 訳した・ ae アェ は ay アイと発音 

されている ( 前出 ). 
82) sut スッ はな祖母か．語り 手は「昔々の huci プ チ ( おばあ さん ) 」と訳した・ ketusi 
ケトヴシ は， 日常語ではござを 折ってぬい合わせて 作った背負い 袋 (citarpe kamasu 
チタ ラぺ ・カマス くござ ・かますめだが ，ユーカラで 言 う sul kelusi スッ ・ ケトゥシ 

は 着物が何十枚も 入る大きな入れ 物で ， 「トランク ( ニ スーツケース ) のようなもの」 

だと語り手はいう・ 
83)  o-nimi.mini オ ・ ニ 二・二三くその 尻 ・ひきずる・ひきずる レ つまり， く ズルズルと 

ひきずつて引っぼってきた》ことをいう・ 

87) kamuyhayok-pe カムイ・ ハョク ・ ぺく神 ・武装する・ものか． kamuy カムイ《 神 》 
は，この場合 せ 立派なかことを 表す・その前に 聞こえる taan タ アンは語り手によれ 

ば不要． 
88) kamuy-maw カムイ・ マウ は な神 ・ 風 》・ rera レラ (124, 289 行 目 ) く風 》に対して， 

maw マウ はく 気ソ ( 息吹かのような 概念であ る・ 
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カムイ マウフ ン ノ       
kamuymawpunpa   89  吹き上げられて 浮き上がってき 

た
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サ
 S
 

力
 a
k
 

ポ
ン
 
p
o
n
 

n
e
 

力
 a
k
 

，
 

卯
卯
兜
 
究
明
明
兆
卵
 
8
 
9
9
 
9
 

それを姉は出してきた・ 

立派な /1 、 を 由を 

私は自分の体に 合わせて 

広げてみた． 

鎖状の金 ( かね ) のべルトを 

一回じめに 

きちんとしめた・ 

神から下されたような 立派な刀を 

腰にさした・ 

金 ( かね ) の小さな 笠 

89)  kamuy-maw-punpa カムイ・ マウ ・ フ ン パく神 ・ 風 ( が ). 持ち上げる》はく 神風 

( 神の自炊のようなそよ 風 ) によって持ち 上げられた》ことを 言う・語り手は「 kamuy- 
maw カムイ マウ が ホヮ一ッ とたちのぼって ，それで kamuy hay0kpe カムイ・ ハョ 
クぺ が浮いてきた」と 説明している・ 

90) sa-na-saple サ ・ ナ ，サ ブテく双 ・の方へ・出す》・ 日常語で単に sanke サンケ 

( 単 ), sapte サ ブテ ( 複ハ 出す》ということを ， ユ 一ヵ ラ ではよく sanasaple サナ・サ 
プ テ という． これで 4 音節，さらに 行の頭に母音 u をつげて， 5 音節にして歌う・ 
92 一 993) a-si-kurka-sam-e-o-pirasa ア，シ ・クル 力 ・サム・ ェ ・ オ ・ピラサ く 私は・自 

身・の上・ ハ ・それで，そこに・ 広げる》・語り 手によれば，「たたんであ るやつを広 
げて自分の体に 広げて着た・」 sam サム のあ とに聞こえる 昔は ， 語り手によれば 不要・ 
94) u-ok-kane kul ウ ・オク・カネ、 ・ クッ 《互いに・かみ 合っている・ 金属・ 帯 》・ 

95) ear-say-ne-no エア ヲ ・サイ・ ネ、 ・ / く 一つの・ 連 ・として， ( 副詞語尾》・ 

97) kamuyranketam カムイ・ランケ・タム ( 神が・下ろした・ 刀 》は ， 語り手によれ 

ば ( 切れ味のよい 日本刀》・ tarn タム は emus エム シと 同じだという・ 

98) kut-pok-e-c@ クッ ・ ポク，エ ・ チウく帯 ・の 下 ・に・さす ヵ ・刀を腰にさすことを 

いう． 
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見て知った   

神に造られた 城の 

美しいことを 

私はつぶさに 述べる   

山 へ通じる立派な 道は 

別になっており 

浜へ 通じる立派な 道は 

別になっている   

山への道 

道の上 

道 のあ る土の上から 

立ちの ぼ る風 

空気の上に 

Ⅱ 3) yay-amkir-e ヤイ ・アムキ・ ェく 自分に・見知る・させる 汎 
114) 録音ではこの 前に [u]casikamuy チャシ・カムイ く城 ・ 神 》の i 行が入っている・ 
同じ語り手がⅠ年半後にこのユーカラを 語ったときは ， Wll の表現の中でこの 行が出て 
きて，「神様のような 立派なチャシ」と 説明している・ しかし今回のものについては ， 

この行は「一口余分に 入った，いらない」と 言っているので ，テキストからは 削除し 
た   
117) kiroru キロ ル を語り手はく 立派な道》と 説明している   
118)  ko-sinna コ ・シンナ ( は・別になって》・ 直訳するとくに・ 別になって》   
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k0maknata Ⅰ a   

アンラマス 

[u] オ n Ⅰ amaS Ⅱ 
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[u]PuSk0Sanpa   
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137  美しく開けている   
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おもしろく 

心 楽しい． 

川端に 

立ってみると 

川尻で 

ピュッと 何か物音がする   

ずっと沖の方から 

どんなものだか 

来る昔が 

ブーン と 鳴り響く・   
137) maknatara マク チ タ ラ はく広々と開いている ，あ かあ かと明るい》・ 川の流域の 
景色が広々と 美しいことを 言 つていると思われる ，頭の ko コは ，直訳するとくにか 
だが，ここでは ，描写するときの Q. ‥は ソ ．これがついてこの 行は 5 音節に整っている   

138) uranranoasu ウランラマスと 聞こえるが，語り 手がⅡ anramasu ヴ ・アンラマス 
だという． 日常語では aeramasn アエ ラマス・ an-=a- アン - ( 前出 ). なぜ e- 3;- が 
ないのか不明   
139) an- 二 a- ア - ( 前出 )   
142)@ pet@o-san@putu           ・ オ ・サン・ プトゥく 」 @@ が・そこに・ 流れ下る ( またはそこ 
から・流れ出る ). 川口》・ 日常語では petputu パップ トゥく )@@ 》   
143) Pus プシ は擬音の語根・ くヒョツと ・ ピュ ツと ・ プ シュツ と 》   

144)  ar-horepasi アラ・ ホ レパシ & 全く・沖の方から》   
146-147)     ． hum〔onna・             フ ム ・コンナ ノ コー・‥ &. . . する昔が・・・かは ， 前 
出 (130-131 行 目 ) の・・・ hum  ko/ko- ‥・‥・フム・ コ / コ -  と 同じで，具体的な 音を 

表現して臨場感を 出すときの典型的な 形であ る・ 130 行目では， arpaan アラパ アン だ 
けで 3 音節なので， hum ko フム ・ コが 使われて合計 5 音節となり，この 146 行目で 
は ， ek エクが ] 音節なので， humkonna フム ・コン ナ が使われて合計 4 音節， さら 
に，行の頭につけられた 母音 u と合わせて 5 音節になっている・ ek エク と hum フ 
ム が続けて ekum エク ムと 発音されている・ 
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148  そうしている う ちに 

タン テ ホ タ 

[u]tantepota 149  すぐ近くに 

イテク サマ タ 

lteksamata 150  私の脇に 

マク アンカゾ コ 。 ぺ 

mak@an@kat@kor@pe 151  どんなものだか 

チ マノントゥ レ ・ 

6 clsI 「 utu 「 e   152  だんだん近寄って 来た   

インカラン ルウヱ 

inkaran  ruwe 153  見ると 

レ タラ コソ ンテ 

て eta 「 koSonte 154  白い 刀碑 白を 

ヤイネ ナ ノネ 

[u]yaynenayne 155  上から 下 までそろいで 

      メ / コ 
[u]mi@menoko 156  着た女が 

ノタラ チパ 2 々  
10@retar@cipanup 157  白い頭かざりを 

エ ル リキクル 

erurikikur 158  髪をあ げた上に 

フ ンパ カ ネ ． 

[u]punpa@kane   159  立ててかぶっている   

149)  lante-pota タン・ テ ・ ポ ・ タ くこの・ここ・ ( 指小辞 ). に》・つまりくすぐ 自分の 

目の前に ソ ． 
150) i-leksama ta イ ・テク サマ ・ タく私 ・の 横 ・に》． 

152) ,i-,utu シ ， ルトヴ はく自身を・ 押しずらす D. すなわち，ずって 移動することを 
言 う ・ ci-- -re チ -- - レの ci, チ - は 中和接頭辞， -re - レは 使役接頭辞で ， ci,iru- 

tu,e チ シルトゥン全体で ， く ずり寄る》を 意味する美文調の 表現． 

157) 「 etar レタラ のでが次の語の c の前でⅠとなり ， retal cipanup レタッ ，チ パス 
フと 発音されている． 
15 品 115g) e-ru-riki-kur-punpa ェ ・ ル ・リキ・クル・ フ ン パは それで・ タ ・上げる・ 

( 影 ). 持ち上げる》，つまりくその 鉢巻で髪を上に 上げてしばるときに 鉢巻を立ててし 
ぼっているか・ kur クルはこの場合特に 意味はない．ユーカラではときどきこのよう 
なところに意味不明の kur クルが入る・これで 音節数は整 う ・語り手の説明によれ ば， 
前は額のあ たりに当て ， 後ろは後頭部の 高いところでしば つ ている・後から 登場する 

山の女神の描写 (i88-189 行 日 ) を参照・ 
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ししゆうした 頭巾を 

手に持って 

すぐ近くに 

私のそばに 

寄って来た   

しかし ( 私は ) 

上 けむりをかぶ つて 

身をかくして 

いたところ 

美し v 、 、 川 

川の水源地で 

ピュッと 物音がした   

山奥から 

どんなものだか 

  
166 一 1167) kapar toy-po a-yay-ka-kus-le カ パラ・トイ・ ポ ・ ア ・ マ イ・ 力 ・ クシ ・ テ 

く 薄い・ ナ ・ ( 指小辞 ). 私は・自分・の 上・通る・させる ソ ・ つまりく私は 自分の上に薄 
い土を通す． す やわちな 上 けむりのようなもので 身をかくす》・ 語り手は「 上 けむりみ 
たいなものをかぶって ， 雲の中にでも 入って」と説明している・ kapar カ パラの上が 
次の語の ぇ の前で 億ツ となり， kapalloypo カパツ ，トイ ポと 発音されている・ 
170) Pet kuretoko ペツ・クル・ エトコ Qj@l. 影 ・の先端かは は )l@ の水源地》を 表す ユ 
一 カラの表現で 5 音節に整っている・ 日常語では petetoko ペテトコ という   
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174  出て来る昔が 

コ トゥリ ミ ムセ 

koturimimse 175  ブーン と 鳴り 

コケ クロトン ケ   
kokewrototke   176  ガラガラ と 響く   

  頁ク アイネ 
[u]ki ュ ok  ayne 177  そ う する う ちに 

ア ラ キ ル クヱ 

5@[u]arki@ruwe 178  来たのは 

エ ネ オ カ ヒ ． 

ene@oka@hi   179  次のよう   

クシ ネ コソ ンテ 

kunne koson も e 180  票ぃ 小袖 

カムイ コソ ンテ 

kamuykosonte 181  立派な小袖を 

ヤイネ々イネ 

[u]yaynenayne 182  上から 下 までそろいで 

メ / コ 
10@[u]mi@menoko 183  着た女が 

ケライ カムイ ネ 

keray@kamuy@ne 184  さも 伸 らしく 

カムイ イポ ロ 

[u]kamuy@ipor 185  顔つきもいかにも 神の 

アン / イ ニカラ． 
[u]annoyek 日エ   186  顔つきらしい   

クシ ネ チ パス フ 

kunne@cipanup 187  黒い頭飾りを 

  
15  erurikikur 188  髪を上げた上に 

            カネ   
[u]raypa@kane   189  ぬ かせてかぶ つ ている   

174) san サンはく上流から 下流へ ( 山の方から海の 方へ ) 向かって移動する ( 行く / 来 
る》ことを表す ， 逆 方向の移動には a,pa アラパく 行くか， ek エク く 来る》が使われる 
(146 行日参照 )   
188-189) 前出の沖の方から 来た女神の描写と 対照的になっている・ eFurikikur-raypa 
ェル リキ クル・ライパは ， くそれで髪を 上げる鉢巻を・ ぬ かせてしばっている》・ つ 
まり前を前頭の 上の方に当てて 後ろを後頭部の 下の方でしぼっている   
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立派な男の鉢巻きを 

しし めぅ した鉢巻きを 

手に持っている   

浜の方から来た 女と 

山の方から来た 女が 

並んで立った   

そ う すると 

浜の方から来た 女が 

たずねた   

「山の奥 

奥の方から 

来られて 

山の奥 

奥の方に 

19l) malanpusi マタンプ シ 男の人の鉢巻・ 地方によっては 女の人の鉢巻 ( 頭 飾り ) をも 
こ う 呼ぶ・「男の 人は山へでも 行くときに髪をとめるために 鉢巻をして，前で 結んだ， 

め く く こしらう ( Ⅰ暖かく作る ) 」と語り手は 言う． 
194) opisne ‥・ オピ シネ‥・の双にひとことつかえて ，言い直している・ここからリ 

ズムがかわっている． 

202) lasi タシ は強めの助詞． 
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カムイ オ ルシス 

kamuy@oruspe 

アイラ 々ク クニ   
aianak@kuni@p 

イサム     ヤ ? 
isam@he@ki@ya? 

イタク アクス 

6 1 Ⅰ ak  akusu 

クノ ネ 臣ソ ンテ 

kunne  kosonte 

カムイ メ / コ 
kamuy  menoko 

ェネ イタク     
ene  l 圭 ak  ㎡   

im@ un@ iworso         タ ン イクオロソ 

10lWo イ 9 オ 「 ロソカタ SOka Ⅰ a 
アイラ ナク クニ   
airanak@kuni@p 

カムイ オ ルシス 

kamuy  o て nuspe 

205 

206 

@
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
4
 

5
 
6
 

初
卯
 

初
笏
笏
 
別
別
別
  
 

おわす 神 

神のことで 

いやなことは 

あ りませんか」 

と話すと 

黒い 刀、 ネ 由の 

神 なる女は 

こう言っ 亡こ   

「山の奥 

奥の方に 

V へ やなことは 

神のことにほ 

205) 録音には入っていないが ，後に語り手自身がテープを 聴いて「本当はにの 行が ) 
入る」と言ったので ，このテキストには 書いた． u-rok-lekamuy ウ ・ロク・ テ ・カム 

イ く 互いを・坐る・させる・ 神ハは 《そこに ) 住んでいる 神 》 べ そこを ) 守っている 神 》・ 
207 一 ， 2208) 語り手によれ ば a.iranak kuni p ア ・イラ ナク ・ クニプ は airanak pe ア ・ 

イラ ブク ・ ぺ とも言い ，く いやなこと，困ったこと》． 山の神の国に 何か変わったこと 

はないかと安否をたずねている・「お 変わりあ りませんか」の 挨拶のようなものであ 

る ． isam hekiya イサム・ へ ・キヤの h は落ちて isamekiya イ サメ キヤと 発音さ 

れている． 
209) 散文ならば ilak イタクの前に ， sekor セコ B K と》が入るところであ るが，省か 
れて， この行も双の 行も 5 音節に整っている・ 

210) 散文ならば koaonle コソ ンテ の後に mi ミイ 着ている》のような 語が入るところ 

であ るが，省かれてこの 行も次の行も 5 音節に整っている・ 

212) itak イタク く 話す》と hi ヒ くこと》とは 続けて ilaki イタキと 発音されている・ 

21 の 行の頭に聞こえる 昔は不要   

一 32 一 



キ
 y
 
「
や
 

イ
 a
 

目
ロ
；
 

o
r
k
 

k
 

ム
 m
 

け
 ・
Ⅳ
 アシスマ アナク 

aslnumaanak 

コタン シ ソチ ン 

Kotan  sltCl 「 e 

モシリ シ ソチ ン 

MOSl 「 Sltcl 「 e 

サン カ トソソ 

6san  ka[u]tos0so 

ホ / ソカシ 
[u]Honokkasi 

オ ボイス ヤンケ 

Opoysuyanke 

シパセ カムイ 

sipase@kamuy 

  ヤク エアシリ 
ne@yak@easir 

ア コロ クニヒ 

l0akor kunlhl 

 
 

 
 

あ りませんが 

私は 

村 焼き 

国焼き 

棚 荒らし 

腹 の上 

/H 、 錦上げの 

大神 

でなければ 

結婚しないの 

217)  korkayk@  コロカイ キ は korka  コロ カ くけれども》の 美文調の表現・ 1 音節多い 
語 が使われてこの 行は 5 音節に整っている   

218) asinuma アシスマは，不定人称単数の 代名詞で，この 場合，引用文中のく 私 》・ こ 
の女神が "kani anak ‥・ " " カニ ・アナク‥・ " と言ったことを 示す   
219)  ここから 224 行 目 までは，実は 少年のことを 言っているのだとい フ - と カ 後の 
姉の説明でわかる． sir-ci-re シリ・ テ ・ レ 《自然界・焼ける・させる》 す な む ち， ( 地 
上も空もすべて 焼き払ってしまか．語り 手は「空を飛んで 歩くと，その 下は稲光です へ て焼けてしま㍉と 説明した・後に 育ての姉の神から 聞かされるところに よ る と 
の 主人公の父親がそのような 神 だという．その 父の子だから ，この少年のこともそのよ 
う に呼んでいる． r は c の前で立となり ， sir-cire シ v . チ ンは sitcire シッチ ンと 発音 
される   
221) san ka tososo サン， 力 ・ トソソく棚 ・の上・かきまわす》・ 語り手によれば「 棚 

の上にあ るものなんでもかた ぴし ( 二片端から ) 取って食うこと」   
222 一 222 の hon-o 蕪 asio.pon-suyanke ホン・オッカ シ ・ オ ・ポン・ ス ・ヤン ケく腹 ・の上   
( そこ ) に・小さい・ 鍋 ・上げる》．「鍋を 上げる」とは 鍋を火から下ろすことを 言 う   
語り手は「たいて ( 二者 て ) いるもの煮えるのも 待ち遠しいからどんどんなんでもかま 
わず食べる．それで 腹 がふくれる．その 腹 の上へ鍋を上げてまた 食べる」と説明した   
224) s@pase シ パセの双に kamuy カムイ と言いかけたが ，言い直している・㎡ -pase 
シ ・ パセ は《本当に・ 重い》つまりく 非常に尊い》   

225-226) ne yakeasir a-kor ネ ・ヤク・エアシリ・ ア ・ コ戸 くであ る・と・それで 初め 
て， 私は・持つ》は ，はてなければ 結婚しない》   
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今日 

出へおいでになるらしく 

見えましたので 

さし上げる鉢巻を 

持って山から 下って来ましたⅠ 

というように 

話した・ 

沖から来た女 

白 い 小袖 ( の女 ) は 

「私も 

遥かな 沖 

227) 語り手によれば「 aramuWakusu アラム・ワ   ク スと 同じ 士く 私は ( そう ) 思 、 つ た 
から )   
228)  tanan loor ta タ ナン・ ト ・オロ・ タ 《この・ 日 ・の 所 ・でかは韻文で lanto タン 

ト ( 今日》の代わりに 使われる言い 方・ orla オ 。 タは otta オッタ と 発音きれる [72 

行日を参照 ]. 
230) inkar インカラ く 見る ソ は，この場合，眼前にはない 遠方のことや 未来のことが 神 
の目で見えたことを 言っている・ wa ワが 前の n ン のあ とで ma で と発音されてい 

  
231) a-ko 蹉 kuni malanpusi ア ・コレ・クニ・マタンプ シ はく私が ( 彼に ). 与える・ 

べき・鉢巻》．女が 夫になる人に 鉢巻や頭巾のししゅ ぅ をしたものを 結納のようにあ げ 
たという習慣があ ったのか，たずねたところ ，語り手はそのような 話は聞いていない ， 
と 言う   
233) 次の行で言い 直しているので ，言いまちがいかと 思   うが， 語り手が何も 言わなか 
っ たので， このままにしておく   

238) 舌がもっれたらしく ，違 う 発音に聞こえるが ，語り手が，これは「言いちがい」で 
rep un レ フ ・ウン ぐ 沖の》が正しいと 言う・ 
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239  沖の方から 35 

カムイ アネ   
kamuy@ane@wa 240  来た神であ る私も 

コタン KOtanSItCIFe シ ソチ ン 241  村 焼き 

モシリ シッチ ン 

MOSl 「 sltCl 「 e 242  国焼き 

サン   トソソ 

a@San@ka@[u Ⅱ   ososo 243  棚 荒らし 

ホ / ソカシ 
[u]Honokkasi 244  腹 の上 

オポイスサ ン ケ 

Opoysuyanke 245  小鍋上げの 

カムイ ネ アンクル 

kamuy@ne@an@kur 246  神になる人と 

アコ ロ クシ ネ プ 

akor@ kus@ ne@wa 247  結婚しますので 

ア コレ クニ コンチ 

10  akore  kuni  konci 248  さし上げる頭巾を 

ア コ %   ヤ ナン   
akor@wa@yanan   249  持って海から 上がって来ましたⅠ 

セコロ ナ カイ ペ 

sekor@okay@pe 250  ということを 

ウタイ ヱ ヒケ 

utaye@hike 251  言うと 

イルシカ ケ ヴトクム 

iruska@kewtum 252  私は腹 立たしい気持ちが 

240@  直訳するとく 私は神であ って ソ ・ 237 行目からここまでく‥・ 神であ る私も》と り 
う内容を表す 表現になる・ 
246) 「神様の子だから ，神様と同じになる 人だから」と 語り手は説明した   
249) yan ヤンく 海や川から ) 陸に上がる，陸に 着く》・双出の 山から来た女神は san サ 
ンく 山手から海手へ 行く / 来る》を使い (232 行員 ), 沖から来た女神が yan サ ンを 便 
っている   
251) ulaye ウ タイ ェ 《言う》はユーカラでよく 出る形で，これでこの 行が 5 音節とな 

り ， リズムが整う・ 日常語では ye イェ という   

252-253) iruska kewtum a-yay Ⅱ or-pa ィ e イルシカ・ ケ ウトウム・ ア ・ マ イ・コロ   
/ ト   ンく 腹 立たしい気持・ 私は，自分・ 持つ・ ( 複数 ). させる》は自分が 腹 立たしく 思 
っ たことを表現する 韻文の常套句で ， 5 音節 X2 行に整っている・ 日常語では @ruskaan 
イルシカアンという   
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ナ
ム
ネ
 

。
 
"
"
"
'
 

 
 

カ
ナ
ク
 

k
a
n
a
k
 

マ
 
a
 
m
 

ト
ウ
 
a
l
U
 

力
 k
 
O
 
丘
 

巧
 。 
k
K
 

ト
乙
し
 

@
 
 
 

プ
 P
 

 
 

エ
 
ク
 ヤ
Ⅱ
 

U
 

k
 

ア
 a
 

オ
 
；
 

0
k
a
  

 
 
 
ワ
 a
 
w
 

ア
ネ
 
a
n
e
 

 
 

プ
 p
 

タ
 a
 
t
 

力
 a
k
 

イ
ネ
 
y
n
e
 

サ
 a
 

u
s
 

 
 

ン
 
ヱ
 e
 
w
 

ウ
 ]
 
[
u
 

メ / コ 
menoko 

へ
 
h
 
オ
 

ロ
ケ
 

k
e
 

o
 
Ⅰ
 

ラ
イ
 

タ
 a
 
Ⅰ
 

ウ
 U
 
チ コソ モクル 

clkosomoku で 

コヤイカ タ ス 

lokoyaykatanu 

ク
シ
 

k
u
s
 

う
で
 

力
 
ラ
 a
 
k
 
て
 

力
 a
 

イ
エ
 

k
.
I
e
 

/ ヘウ コ % 
[u]hawko で 

ウ
ヱ
 
a
w
e
 

ハ
 
h
 
コ
リ
 

k
0
 

ブ
 

s
e
 

ヤ
 a
y
 

オ
 
；
 
o
k
a
 

ヤイヌ アン 

yaynuan 
ケ
 k
 

ヒ
 1
 
・
 
h
 

イルシカ ケ ウ トゥム 

Ⅰ て uska kew Ⅰ um 

4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 

2
 
3
 
@
 
5
 
6
 
7
 

お
お
お
 
る
 

お
お
 
笏
邪
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 

自分はいったいどのような 

素性をもつ 

ものであ った 

がためにこのように 

いろいろと 

悪い女 

どもが 

私に対して 

無礼な 

ことを 

しゃべっているの 

だろうかと 

居 、 うと 

腹 立たしい気持ちが 

25 年 2257) 「どういうことから 自分が生まれまもので」と 語り手は説明した   
261 一 2263% ci-       Ⅱ ekarkar チ -       イ ・ 二二 カラカラ 哺ムに ‥・する》． kosomokur コ ソモ 
クルの kur  クル， koyaykalanu  コマイカタ ス の kn- コ -, は， 歌うために入ったもの 
らしい． ko-somo-yaykalanu コ ・ ソモ ，ヤイ カ タ ス は《にⅡ否定 ). 行儀よくする》 

つまり パ私 ) に対して行儀よくしない ，無礼をする ソ ・語り手は「人をばかにしたよう 
なことを言う」と 訳した・ 二人の女神が 言ったことに 対して，少年が「おれを 軽んじ 
て 悪口を言った」と 憤慨しているのであ る・金成 - 金田一Ⅰユーカラ 集 2 』には eko- 
somoyaikalanu コニコソ モヤイカ タ ス があ り， & おそれはばかりもせず》と 訳されてい 
る． 
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ayaykorpare   268  起こづた   

アナク キ コロ 力 

anak@ki@korka 269  しかし 

シオソカ コラム 

siokkayoram 270  自分ほ男だと   
6@ayaykorpare   271  用、 っ ておさえた   

プラスイ アヌ     
arsuy@anu@ pe 272  ただ一度聞いたことに 

アルシカ キ ワ 

aruska@Id@wa 273  腹 を立てて 

ウェン メ / コ 
[u]wen@menoko 274  幕 ぃ女 

ウタ ヲ オヰケヘ 

utar@orkehe 275  ども @ 

臣 タム ピウキレ 

10@kotampiwkire 276  刀を抜いて切りつけた 

アキ ワ ホ ヤク 

aki@wa@ne@yak 277  とあ っては 

セモソカ コラム 

semokkayoram 278  男らしくないと   
aikorpare@wa 279  , 思 われるので 

270-271) si-okkayo-rama-yay-korpare シ ・オッカ ヨ ・ラム・ ア ・ ヤイ ， コ 。 パレく本 

当の・ 男 ( の 卜心 ( を ). 私は・自分に・ 与えた》・つまりく 一人双の立派な 男なのだか 
らと思って，怒りを 押さえた》・ 語り手は「自分は 男だ，女の言うこと 一度聞いたから 

といって腹 立ったようなまねはできないと 考えて忍耐する」と 説明した・ Ri シと 次の オ の間に y  が入って， siyokkayoram  シヨッカ コラムと発音されている 
272) anu pe 二 anu p アヌ ・ペニ アヌ ・ プ ・ 日常語では，母音の 後では pe ぺは p プ 
と 発音されるが ，韻文ではリズムの 関係でよく母音の 後でも pe が出てくる・この 行は 

これで 5 音節に整う． 

273) a-ruskawa ア ・ ル シカ・ ワ ( 私は・ ( そのことに ) 腹 を立て・ てソ だが， ぬキ くす 
る》のⅠ音節が 補われてこの 行は 5 音節に整っている． 

278 一 :279) semo 蕪 ayoram セモノ カ コラムと言おうとしたが ， ロ がまわらなくて ，そ 
の前にⅠ 行 余分に入っている・その 次に makanakhelanea! ％ カナク ・ へ ・ タ ・ ネ ・ 
ア ・ ! く何だ，どうしたんだ ガと 言っているのは ，自分の言いそこないのことを 言って 

いる・この 2 行を「男らしくしないと ，思われるから」「男らしくしようと 思ってがまん 

した」と語り 手は説明した・ 
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280  さあ 早く 

281  育ての姉に 

282  たずねてから 

283  そのあ とで 

284  するべきことが 

285  たたかいであ り 

286  いくさであ ると 

287  居 、 っ たから 
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アイヤイコシネ クル 

aiyaykosnekur 
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289  吹き上げた 風 

290  空気の上に 
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れ
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280@  「 きあ さあ それよりも早く」と 語り手は訳した・ cikila hela コチ キタ ・ ヘ タンと言 
っている・語末の k は歌っているとき ，ときどきこのように D と発音される・ 
28 ㌻ 2283@  a-ko-uwepekennu ア ・ コ ・ ウクエ ペケ シス 《私が・ ( 彼女 ) に・事情をたずね 
る》．この 2 行を「きいてからその 言い方によって」と 語り手は説明した・ 

284 一 ， 2286)  倒置になっている・ ( いくさをするとしても 姉にわけをきいてからするべき 
だ》の 意 ・語り手によれば rorunpe コ ル ンぺ も tuniunci トゥムンチも 共に「いく 
き 」．同義の語を 並行的に使った 対句であ る   

288-289) 「 u-antoy-kawahopu ㎡ rera ル ・アン・トイ・ 力 ・ ワ ・ホプ 二く道 ・あ る・ 

地 ・の上・から・ 立ちのぼった ガ を語り手は「 じ べたから吹き 上がった」と 訳した   
291 一 2292) a-e-yay-kosne-kur-punpa ア，エ ・ マ イ・コシネ・クル・プレ イパ 《私は・ そ 

こに ・自分を・軽くⅡ 影 ). 持ち上げた D. 126-127 行 目 と同じことを 少しだけ違った 
言い方で言っている・ ku, クルはこの場合特に 意味はなく，語り 手によれば「 ユー ； 
うだから余分に 入った」ものであ る・ ae アエ が ay アイと発音されている ( 前出 )   
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またもと来た 道を 

住んでいた城に 

向かって 

まっすぐに飛んで 行った   

ずうっと下って 行くと 

野原で 

大きな牡鹿が 

草を食べている 様子が 

のんびりとして 見えた・ 

遠くの草を食べるときは 

角が後ろの 

方に行き 

295)  k0pakke  sama  コ パッケ・サマ ( の方・の仰け 二 kopak  コパクく ‥・に向かって か ． 

296)  a-yay-tuypa-re  ア ・ マ イ・トウイ パ ・ レく 私は・自分を・ 切る ( 複 卜させる》は 

( まっすぐに飛んで 行く》・語り 手は「一直線に 飛んで行った」と 訳した・ ayayluyere 

アサイトゥイ ェレ ( 単数形 )  も使われる・ 
299@  si-m0manpe  シ ・ モ マン ぺく 大きな・雄鹿》．「姉にシカをとって 来てあ げる」と 
言った約束を ， 今から果たすわけであ る・ 

30 帖 301)  ipe sir konnakomoynatara イペ ・シリ・コンナ・コモイナタ す くものを食べ 

る ・様子・が・のんびりしている ソ ・語り手は「静かに 草を食べていた」 モ 訳した・ 
302 一 304)  ・ tuyma uk.pe ko-kiraw-si-ka-omare トゥイ マ ・ウク・ ぺ ・ コ ・キラ ウ ・ シ ・ 
力 ・オマレ く 遠く・取る・もの・に 対して・ 角 ( を ). 自身・の上・にのせる》つまり 
く遠くの草を 食べるときは 角が後ろの方に 行く》   
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近くの草を食べるときは 

角が上に 

立つ 

様子だが 

鹿を獲ることのへたな 人ばかり 

近くで 獲 るという 

話だが 

低い木ならば 

梢 のてっぺ ん 

高い木なら ぼ 

幹の中程くらいのところに 

私は矢を置いてねら っ て 

305-307)  hanke  uk-pe  ko-kiraw-roski ハン ケ ・ウク・ ぺ ・ コ ・キラ ウ ・リキ・ロシ キ 

く 近く・取る・もの・に 対して，角を・ 上の方・立てるかつまりく 近くの草を食べると 

きは角が高く 立つ》・語り 手は． 302-307 行を「遠くにあ るもの取るときは 角が後ろの 
方に行き ， 近くにあ るもの取るときは 角が上に立つ」と 訳した・ 
306)  kokirawroik@  コキ ラクロイ キと 聞こえるが語り 手が kokirawrik@  コキ ラウリ キ 

だと言った． 

309-311)  i-haylakur イ ・ハイタ・クル な もの・が足りない・ 入汎ここから 3 行を語り 

手は「よく鹿猿れない 者ばかりそばさ 行ってからでたけりや 獲 れないというんだが」 

と訳した． 

310) iyeihankere イ イェイハン ケレと 聞こえるが iehankere イエ ハン ケレ ( 発音上 y 
が 八 つて iyehankeTe イイェ ハン ケレ ) であ る．歌っていて e エ むのばしたときによ 
く ei エイ となる． 
312 イ ]5) ramcikuni ‥・ suptomorke ラム・ チ クニ‥・スプ ト モロケ・あ まり高くも 低 

くもない位置を 表す韻文の常套句であ る・ 
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すると 

私の方 へ来 ずに 

向こうの方で 倒れた   

私が行って 

見ると 

こうだった   

何か悪口でも 

私が言ったのを 聞いたみたいに 

私を遠くから 

目をむいてにらんでいる． 

私は腹 が立つたから 

319) i-ehosi wa イ ， ヱホシ ・ ワく私 ・からはずれ・ て 》・ここから 2 行を語り手は「自 

分の方 さ ( 二方へ ) 来ないで向こうの 方でひっくりかえった ( 死ぬのに 泊と 訳した・ 
321) arpa an アラパ ，アンが， arpaayan ブ ラ パ ・アヤ ン のように聞こえるのは ，語 

り手によれば「 ユ カル ( 自 ユーカラ ) でふしつけて 言 う から」・ 

322) anuk 肝ア ヌカラのⅠが 次の ブ の前で n になり， annk 芸 Inruwe ア ヌカン・ルウェ 
と 発音されている・ 
324) Pahavv パ ハウは くぅわさ 》， p 百 hawe パ ハウェは《その うわさ 》． 
325) i-ko-nu イ ・ コ ・ ヌく私 ・に・聞く》・ rokokay コ コカイは aan ア アンの複数 

形， く 後の状況から 察するに‥・したのだな》・ 

326-327) i-ko-o-tuyma-sik-keruru イ ・ コ ・ オ ・トウイ マ ・シク・ケル か く 私 ・に・そ 
れで・遠くから・ 目を・むいてにらんでいるか・ 324 行目からの 6 行を語り手は「なに 
ごとか自分が 悪口言ったことを 聞いたわけでもあ るまいし，自分のことを 憎いみたい 
に白目出してにらんでいる」と 訳した・「白目を 出して」に当たる 表現はここには 出て 

いないが，同じユーカラをⅠ年半後に 語ったとき ( 「ユーカラ 2 」 未干 のには， この部 

分に「白い目を 出して」の句が 入っている． 
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チェソホン   
desonere   

②
 
甜
紐
鰯
緩
 
㈹
 
鰯
鰭
鯛
  
 

大きな牡鹿の 

後足をつかんで 

ふりまわし 

太い木に 

ぶつけた． 

細い木には 

ぶっけない． 

ぶっかる昔が 

ドシンドシン と 響く   

見ると 

けものというものは 

いつも 

こういうものだとわかった   

332-336) 録音当時歌った 形では， ruvvecikuni/anecikuni/aekjkhumkonna ‥・ ル 
クエ ・ チク二ノ ア ネ、 ・ チク二ノ ア エキク ・フム・コンテ‥・ く 太い木と / 細い木に / 
私がぶつける 昔が‥印であ った・後に語り 手が 2 行を補足した・ 同じユーカラの 1 午 
牛 後の語りでは 補足された本文と 同様にくわしくねっている・ a-epeka-re ア ・ エ ペ カ   
レ は な 私が・そこに 当たる・させる ガ つまりく私はそこにぶつけるれ a-ehayta-re ア   
ェ ハイタ・ レは ( 私が・そこに 不足する・きせる》つまり 6 私はそこにとどかせた 
いソ ． ae アェ が ay アイと発音されている ( 前出 )   
336  a-e-kik  ア ・ エ ・ キクく 私が・それで・ 打つ》つまり く私はそれをぶつける》． ae 

アェ が ay アイと発音されている ( 前出 )   
339 一 3341) cikoykipkamuy チ コイキプ・カムイ く けもの・ 神 》ⅠⅠ く けものかのⅠ行を ，語 
り手が後に必要だと 言って補った   

341)  ciesonere チエソホン の ci- チ - は中 相の接頭辞・ 使役の接尾語 -re との組み合 
わせで使われる ( 前出 ). この砂流地方の 日常語では母音の 前で ci- チ - の i イが 落ち 
て cesorere チェソワレとなるが ，ふしをつけて 歌うときには 母音の前でも ci チの 
形 が出る． e- ェ - は くそれでか， s6ne ソネ はく本当で ( あ る》，したがって ， c 億 s0nere 
チェソホン は《それで本当とされた》・ 語り手は「けだもん ( 二戦 ) というものいっも 
死んでもこ う い う ものなんだなあ ということがわかった」と 訳した   
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racinracin ，， A ， 

アセ ワ サ ナン． 

5@ ase@wa@sanan   
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[u コト kiko で 

ネ ア マタンプシ 

neamatanpusl 

ネア ニンチ 

[u]neakoncl 

プ シケ ワ カリカリ． 

aslk る waka Ⅰ lika 下 Ⅰ   

イルシカアン コ a 
10lruskaan  kor 

ア ウイナ キ ワ 

auynaklwa 

[u]tuymalwor トウイマイヴ オ百 

イウオロソ カシ   
lworso kasi 
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それから 

そのまま 

肩にかついで 歩くと 

ブランブランする・ 

私は背負って 下っていった   

そうすると 

あ の鉢巻と 

あ の頭巾が 

私の背負い荷にひ づ かかった   

私は 腹 が立って 

それを取って 

ずうつと 遠くの方 

遠くの方 へ 

343) an の n のあ とで次の wa の W が m になり， an Wa アン・ ワ くあ っ・ て 》は 
amm]a アムマ と 発音されている・このごろはこの 音素交替もあ まり聞かれなくなった 

が， ニ ，三十年前は 普通であ り，この語り 手も常にこの 発音をしていた． 

344 一 3345) 録音当時は， 343 行にすぐ 346 行がつづいて " そのまま背負って 山を下って 
行った》と言っているが ，後に語り手が ， 2 行を補足し「 肩 さかけてかついで 行くと 

プランブランする」と 訳した・ 

348 一 3349) n6a ネア はく前に話題になった》 く 前述の》・ 海 と山から来た 女たちが贈り 物 

として持ってきたあ の ( 鉢巻と頭巾 ). 
350) 語り手は「背負って 肩からぶら下がっているとこ さひづ かかった・後ろから 女 つ 
いて来ているのわからないから・ その女たちが 後ろからその 鹿にひ づ かけた」と説明 

している・ この 行 だけふしをつけないで 力強い語調で 言っている・ それが，突然へん 

なことが起こったという 語り手の思いを 伝えるのに効果をあ げている・ 
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ア エヤ プ キリ ブムコ 

aey 尭 pklrhumnko 368  投げつけると 

コ リム ナ タラ． 

  0 て ⅠⅠ ⅠⅠ @ n Ⅰ ata で ;a. 369  ドシンドシン と 鳴り響いた   

アフナン ヒネ 

ahunan  hlne 370  私は城に入って 

ア スエ トク     
apeetoknehl 371  横座の所の 

オ マン イヌンペ 

5@oman@munpe 372  戸ぶちを 

アコウレユプ   
a  k  ou , て eyupu   373  足でぎ ゅ っとつかんでいた   

チャシ 3 @ ロ 
[U]C 姦 sSlkol0 で 374  天井の方を 
アニメ ツ テス ス ． 

akono 圭 teSUSU   375  見上げていた   

インカラン カ ネ 

inkaran  kane 376  見ていて 
ア コヰ クヱ、 ノ プリ 

10@akor@wen@puri 377  私の腹 立ちで 
ア エナンクル カシ 

aenankurkasi 378  私の顔の上に 
チホ ブニレ   
cihopunire   379  青 すじが立っている   

368 一 3369)     ． hum〔o〔o-             フ ム ・ コ ・ コ - ‥・ 130-131 行目の注を参照   
370) ahunanhike ア フナン・ ヒケく 私が申にはいると》 と言 つてから， ahunanh@ne ア 
フナン・ ヒネ、 く 私が域に入って》と 言い直している     
372)omaninunpe 日本語で「横座」と イヌ ンペ ) を表すユーカラの 呼ぼれる・ オ マン・ 表現・これで イヌンべ く行く・ 5 音節に整っている・ 炉 ぶちかは， 炉 ぶち ( 日常語で @unpe 
373@  く 私は・それに・ ちょっと舌がもつれたが 足を・締める ， ソ   語り手によれば 語り手は「足でひっかけて a-ko-u 「 e-yUPu ギユーッ ア ・ とつかんでいる」 コ ・ ウレ ・ ュプ 
と 訳した   

374 は 一 3375@  cisekotor casi kotor  チセ コ チャシ・ ト ロと 言う・ コト もよ 探ょ ぼ やヲ @y  子葉 奈突 "."% ま㌢㌔。 占も手荒 ぶ ; まコ ｜ うぢ報恩㌧ ぎ芥套よ ㌔芽をぼ 蟄朋笘 叢ま 0- 世 寄 だだⅠチャシ・ ，ト 。 ・ ァ 
377-3379) wen puni ウェン・プリは 直訳するとく 悪い・行状 ソ だが，ここでは 立腹 を 
さしている． a-e-nan-kurka 引 c Ⅱ lhopun Ⅱ lre ア，ェ ・ナン・クル カシ ・ チ ・ホプ ニ ・ レ 

( 私は，それで・ 中 ブニ 相の接頭辞で はく立つ 汎 ，使役接尾辞のⅠ 顔 この ・の表面 3 行を語り手は「腹 ( に ). 立った e- レ との組み合わせで ソ 立ったもんだから つまりく立腹 が顔に現われた》・ 使われる 腹 立った顔ものすごい ( 前出 ).hopunl c トチ 「 ， ホす は 
じが立った」と 説明した・ ae アエ が ay アイと発音されている ( 前出 )   
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イレス サボ 

iresu@sapo 

ホ ブンパ ヒ ネ 

hopunpa@hine 

カムイ ケトゥ シ 

a@kamuy@ketusi 

サ ナサンケ 

[u]san 、 ，， 嵌 。 

カムイ ハヨク人 

kamuy@hayokpe   
hayokpe@upsor 

オシキル   
[eJosikiru   
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10@lyaynomare   
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そうしていると 

神のような我が 姉 

育ての姉が 

立ち上がって 

立派なながもちを 

出してきて 

立派なよろ り 

よろいを 

身につけた   

驚いたものだ   

よろいの上 

小袖の上は 

384)  立派なながもち・とても 立派なことを 表現するのに ，よく kamuy カムイ く 神力の 
語が使われる・ ketusi ケトゥシ については 82 行日の注を見よ・ 
385)  後日の語り手の 説明によると ， sanasanke サ ナサンケの後に isina atu/ukaepi- 
ta/ketusi upsor / tapan kamuymaw / cisanasanke / kamuymaw sirka / kamuy 
hayokpe/ciokotekar イシナ ・アト ウィウカェピタ / ケトゥシ ・ タ ブ ソ 。 / タ パン・ 

カムイ・ マヴ / チ サナ・サンケ / カムイ・ マウ ・シリカ / カムイ・ ハョクペ / チオ コ 

テカさ くしぼってあ る紐を / みんなほどいた / ながもちの中 / 神風が / 出て来た / 神 

風の上に / 立派なよろ り が / つられて浮いてきた》というところだ ， とのこと， 

388)  [e]osikiru ェ ・オシ キル の [e] は ， 「 ユ カル ( ユーカラ ) なのでふしに 合わせて言 
葉が余分に入った」と 語り手が後に 説明している・ hayokpeupsoro-si-kiru ハョクペ ・ 
タフソ 。 ・ オ ・ シ ・キル ( よろ り， の中・に・自身を・ 向ける》つまり ぺ 彼女は ) よ 

ろりを身につけた》・ 
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ハョクサ クアン   
hayoksak ， an@no 418  武装せずに 
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チニパ カシス 
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話すものではあ りませんから 

今から話して 聞かせますからね   

今まで 

あ なたを育てるのに 

心を砕き 

苦労して 

きたことを 

初めから 

話して教えて 

あ げますからね   

41 ㌔ 4423) hayok-sakno ハョク ・ サク ・ / はなよろ り ・をつけない・で ハ ・ hayok ハョ 
クと sak サク がくっついて 全体に不定人称主語の 接辞 -an - アン がついている   
somo an pe ne ソモ ・アン         ネ、 はくするものではない》・ 1 年半後の語り ( 「ユ一 
ヵラ 2 りで，この部分について 語り手は，「自分の 身じたくしなけれ ぬ 「 い ざという 
とき切りかかってきたら 自分も切りかえすくらいに」と 説明している   
420)  a-e-paskuma  ア ・ エ ・パシクマ く 私が・あ なたに・ことの 次第を教える》・ ae  ア 
エが ay アイと発音されている ( 前出 ). 録音では kUSU クス ( Ⅰ kllS クカ くから， 
ために》で終わっており ， 5 音節におさまって V へ るが，これでは 意味が通じない・ 語り 
手は後日 kusunena クス・ ネ ・ ナ           するからね》と 訂正した・そのため 7 音節に 

なってしまった   
42 り lapan te pakno タ パン・ テ ・ パク / は 67 行 目 と同じ   
422) a-e-respa ア ・ ェ ・ レシパは 私が・あ なたを・育てた》・ ae アェ が ay アイ と発 

昔 されている   
423 一 4424) e-yaykoramupetetne ェ ・ マ イコラム ペテッネ くそれで・心を 砕き苦労する》   

前 の 待 と合わせて， く 大変な苦労をして 私はあ なたを育てたか   
42 ヰ 4425) 録音では petetne kalu ペネッテ ・カト ゥと 言っているが ，後日語り手自身 
が 訂正した． 

42 Ⅰ 4428) ci-...a-e-ekarkar チ -- ア ・ エ ・ユカラカラ く 私があ なたに‥・する》・つま 

りく私があ なたに教えてあ げます》・ ae アエ は ay アイと発音されている ( 前出 ). 「 
が n( ナ行 昔 ) の前で n になり，・・ ， ekarkanna . ‥ - エカラカン・ ナと 発音されている・ 
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W3  尊い神の 

PU プリ ⅠⅠ korSl コ p  シリ で 1 444  ふるまいは 

ヱ ネ オ カ ヒ ． 

ene@ oka@hi ・ 445  次のよ う でした   

力 、 ノト オロ タ ； 

kan え O0  0 ⅡⅠ a ka 446  天の国でも 

カント コト 俺 

5@[u]kanto@kotor 447  天の天面を 

アプカシ ウシケ 

[u]apkas@uske 448  歩くところは 

9 フ イ ワ パイ ヱ ． 

uhuy@wa@paye   449  燃えていきます   

アプカ シ フ ム コ 

[u]apkas@hum@ko 450  歩く昔が 

ト 二 ウン   
[u]toni@un@wa 451  あ ちらのほう へ 

タ 二 ウン   
10@[ujtani@un@wa 452  こちらのほう へ 

アプカシ フム   
[ujapkas@hum@ko 453  歩く昔が ; 

モ シルマ ケ 

mosirumake   454  国も割れて 

セムコラチ 

semkoraci 455  しまいそうにものすごい 歩き方で 

ア プカシ ランケ   
[u]apkas@ranke   456  歩きまわります   

サトウルアン コ ヰ 

15@uturu@an@kor 457  その間あ い だには 

444)  Puri-kor  プリ・ コ 。 Q 素行・持つ》・ puni プリはく習慣，行状か   
446@  or  la  オ 。 ・ タは otta  オッタ と 発音される ( 前出 )   

451-4452)  un ウンくへ 》の n のあ とで wa ワが ma で となって ( 前出 ), umma ウン 

マと 発音されている   

455) 行の頭に too トオと 聞こえるのは 言いまちがい・ここから 拍子をとってたたく 
(rep レ フ ) 拍がⅠ 拍 ずれて，たたく 拍 とたたかない 拍 とが逆になっている・ 
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地面の上に 

おりてきて 

国 の 下 ( しも ) の 端へ 

国の上 ( かみ ) の 端へ 

いくつもの沖の 島 

外国の地面の 上に 

昔を鳴り響かせます   

通っていくそばから 

燃えていき 

はがれていきます   

460) ko-ranwa コ ・ラン・ ワ くそこ ) に・下り・ てソ ・「そこに」とは「人間界の 地面の 

上に山 wa の町が n のあ とで m  となり ( 前出 ), koramma コランマ と 発音されて 
いる． 

461 叫 62) mos@kes モ シリ・ ケシ く国土・末端かは 北海道の日高から 見て有珠や函館の 

方向， mosir-pa モ シリ・ パ く国土・上端》は 釧路や北見の 方向をさす． mosir モシリ 
のでは，歌うために 後に i をつけて ri と発音されている ぴ 66 行日を見よ ). un Wa 

ウン・ ワは umma ウンマと発音されている ( 前出 ). 
463) 行の頭でちよ つ と舌がもつれているが 言い直している・ tu 、 ・・ re. ‥ トウ - レ ‥   
の対句でく二つも 三つもかつまりくいくつものかを 表すが，ここではその 前半だけで同 

じことを表している・ 
465) hum-kus-pa-re フム，クシ・ パ ・ レく昔 ・通る ( 複 @ させる》つまり & 昔を通す汎 
語り手は「昔がする」と 訳した・ 

466) kus wa ami クシ ・ ワ ・アニ く 通っ・ て ・それで かか ． あ るいは kus vva an hi ク 
、 ン，ワ ・アン・ ヒく 通っ・ て ・あ る・ 所 》 か ． 
468) soskewvapaye ソシケ ・ ワ ・パイ ェ を語り手はくむけていく》と 訳した． soske ソ 

シケ は パ 皮が ) むける，はがれる 汎 
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フルンブル、 ノと 鳴り 

バリッ バリ 。     と響きま サ   

神の勇者が 

歩いていた   きに 

地面の上に 

一本の小さし " ハル ニレ の 

若い女 

美しい娘が 

しっかりと立っているのが 

なんともすばらしい 様子でした   

それが見えると 

天上の神は 

こう思いました． 

46 ㌻ 4471) 神が飛んで歩くときの 物音の描写には ，ほ ほ 同じ表現がくりかえされている・ 
475) ci-kisa-ni チ ・ キサ ・ ニく 我々が・も めぎる ・ 木 かは， & ハル ニレ )( 木の名称 ). 昔 ， 

この木を，錐のようにもみぎって 火をおこすのに 使ったので，この 名称があ るという・ 

同じ語り手がこのユーカラの 前に語った伝説 ( 「アイヌ語音声資料 3 コ pp. 32f., 本書 
「 2. 異后」を参照 ) や， 1 年半後に語った 同じユーカラ ( 「ユーカラ 2 」未刊 ) では，国 
造りの神が大地を 造った後，地上に 置き忘れた鍬が ，神の使ったものだから 朽ち果て 

ることができなくて ，小さいハル ニレ になって生えたのだと 言っている・ 

478 一 4479@  mewnatara メ ウナ タラ は優美な様の 表現・語り手は「神様が 通って風がど 

んなに強くてもピンとしっかり 立ってかやりも ( 二 倒れも ) しない」と説明している． 
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483  あ あ いうものが 

        カムイ 

jujpase@kamuy 484  私と同じくらい 尊い 神 

カムイ メ / コ 
kamuy  menoko 485  女神 
ネ ワ ネ ヤク ン 

newaneyakun 486  であ ったなら 

パク ラメ トク 

5@[u]pak@rametok 487  これほど位の 高 い 

ァネ   タフタフ 
ane@wa@taptap 488  私でも彼女と 

ク コラン       
ukoran@ korka 489  結婚するのだが 

カシカムイ 呂 ウニン 

kaskamuyewen 490  想き 神がよくないため 

pon@cikisani 
ボン チキサニ 

491  小 Cs い ハル ニレ が 二 

エフ イ ネ バク / 
10@ehuyne@pakno 492  どんなに 

ビリカ ヤソ ； 

[ujpirka@yakka 493  きれいでも 

      ポカイキ 
akor  pokayld 494  私がっれそうには 

48 り ねタ は強めの助詞・これが 加わってこの 行は 5 音節に整っている・ 
484) この前に kamuy カムイ く神 》と聞こえるのは ，言いかけて ，言い直したものであ 

る． 

48 Ⅰ 4488) 直訳すると《私はこれほどの 勇者であ って ル ・つまり，くそのハル ニレ の女が 
自分のような 高位の神であ ったなら ぼ ，これほどの 勇者であ る 私 ( 天の神 ) と ，彼女と 

が結婚するのに》・ laptap タフタ フ は強めの助詞・ この 2 音節が入ってこの 行が 5 音 

に整えられている． 
490)  kas-kamuy カシ ・カムイはくその 上・ 神 ) つまりく 憩き神 》・一人一人に 守護神 
のようについている 神がいるという・ kaskamuye-wen カシカムイェ・ヴェンは は そ 

の 偶き 神が悪い か ・語り手によれば「土をちょうして ( ニ いじって ) 使って使って ，さん 

ざん使ったものだから ，天国にばかりいたのでないから ，ちょっとよくない」ことを 

言っている・ 

494) POkayki 亡 poka ポカイキニポカへ せめて ) ‥・だけでも》・ 217 行目の注を参照・ 
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つり合わない 

つれそうことができない． 

そ う思 いながら 

小さいハル ニレ の木の 

上を通ったときに 

--- 神が思 ，っ たことは 

地に落ちて朽ち 果てることが 

できません． 

それですから 一一 

/1 へ さいハル ニレ の 

女神は 

495 一 @496@  uyayaylare ウヤヤイ タ ン と 聞こえるが語り 手によればまちがいで ，次に言 
っている a-yay-hayta-re ア ・ マ イ・ハイタ・ レく 私は，自分を・ 不足する・させるか 
が正しい・語り 手はこれを「自分とつり 合わない」と 訳した・ また，語り手が 補った 
も う 一行の a-yayhaypare マ イハイパ ン は「自分とつれそ う ことができない」と 語り 
手は訳した． 

499)  enkaske kus ェシ カ シケ ・ クシ はくその上の 方・を通った 勒 ・ KLlR クシと hi ヒ 

で knsi クシと 発音きれる・この hi ヒは hike ヒケと 同じで， く ‥・したのだが ( そ 
のとき》   
50 色 5502) toy-ka osma トイ・ 力 ・オシマはく 地 ・の上・に落ちる》・ 尊い神が思 、 っ たこ 

とや言ったことは ，そのまま地中にうもれて 朽ちてしまうことはできないとされてい 
る． だから，尊い 神に思われた 女性は妊娠することになる・ oar-eaykap オ アラ・エア 
イ カプ はく全く・できないか・ 
503)  epeka kusu エペ カ ・ クス くそこに当たる・ために ソ は，ユーカラの 表現でくだ か 

ら 》くしたがって》・ 日常語では hi kusu ヒ ・ クス という・ SOO-503 行目は挿入句で ， 

話は 499 行目から 504 行宮に続く・ 
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honkor@ruwe@ne   506  懐妊しました   
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[u]honkorkorka 507  懐妊しましたけれど 
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おなかにいるうちから 

恐ろしくてだれも 近寄る 

ことができない     

と皆が言ってい て 

どの神も 

あ なたを育てよ ぅ とするものは 

一人もいませんでした・ 

そのときに 

月の神であ る私が 

天の神の国から 

あ なたを見て 

あ なたを育てたのは 

519) 直訳するとく 腹 ・の 所 ・から》・つまりくおなかにいるうちから》・ 
520) nukuri ヌクリ は《気力がなくて ) ‥・ができない ， おっくう た 》． a-k0-maw- 
nukuri ア ・ コ ・ マウ ・ ヌクリ はく 私 / 我々は・ ダ ・がこわくて 近寄れない ガ， 語り手 

はく恐しくてだれも 寄ることできないかと 訳した・ 
523) urinki ウリンキ と 聞こえるが語り 手によれ ばい ]inki ウ ・インキ． @h インキは 

くどの》， 日常語では inan イナン・ 

527) cup kamuy ane チュ プ ・カムイ・ アネ は《私は月の 神であ り》．つまりく 月の神 

であ る私が ル ・ r4. 日本語訳について」の「育ての 姉 」の項を参照． 

528) kamuy Inis ka wa カムイ・ニシ・ 力 ・ ワ & 神 ・ モ ・の上，から》つまりく 神の国 

であ る天上から》・ 
529) a-e-nukar ア，エ ・ヌカラ & 私が・あ なたを・見た》   ae アエ が ay アイと発音 

されている ( 前出 ). 
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アェレシパ キ ワ 

aerespa@ki@wa 532  あ なたを育てたので 

                ノ 「 ク / 
tapan@te@pakno 533  今まで 

オカ アン       
okaan@korka 534  一緒に暮らしてきましたが ミ 

タ ホ アナク ネ 

6 Ⅰ ane anakne 535  合は 

シオソカョ ェネ コ p 
siokkayo@ene@kor 536  あ なたは立派な 男子になり 

エネ ネ ヤク ネ 

ene@ Ⅱ C@yakne 537  そのよ う であ るなら 

アイヌ モト 

[u]aynu  m0t0 538  あ なたは人間の 始祖に 

ヱネ クニヒ 

ene@ kunihi 539  なるために 

カムイ カラ クス 

10@kamuy@kar@kusu 540  神につくられたのですから 

ノ ブ イソ     
repuyso@ka@wa 541  沖の方から 

アトゥイソ カ ワ 

atuyso@ka@wa 542  海の方から来た 

              カムイ 
sipase@kamuy 543  尊い神 

カムイ メ / コ 
kamuy  menoko 544  女神を 

531) asinumanekus アシスマ・ ネ ，クシ く 自分 ( 私卜 であ る・から 力 ・語り手は「自分 

なりやあ こそ」と訳した・ 
532) a-e-respa ア ・ エ ・ レシパく 私が・あ なたを・育てた ハ ・ ae アェ が ay アイと発音 
されている ( 前出 ). その後に ki キ くする》が置かれて 5 音，節に整えられている． 
533)  tapan te pakno タ パン， テ ・バク / ( 今まで》 ( 前出 ). 
536) si-okkayo シ ・オッカ ョ ( 真の・ 男 》く大きな・ 男 》・ 

538 一 540) ， 語り手は「お 前が人間のもとになるために 神様がこしらったのは」と 訳した． 

54 り rep-un-so レ フ ・ウン・ ソ 6 件・の，場所》・ n ンが s の前で y イ になるので 
repuyso  レ フ イソと発音される・ 
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第一の妻としてめとり 

山の方から来た 

女神を 

第二の妻としてめとり 

そうやって子孫をふやしなさい   

人間は 

あ なたが子を持てば 

あ なたの子どもたちが 

ふえて 

あ なたは /@ 、 さな木から 

生まれたもの 

なのですか   

あ なたの 呼 び名は 

S45 イ 48) Poro-mat ポロ・マッ《大きい・ 妻 》は は 第一の妻》． pon-mat ポン・マッ く 小 

さい・ 妻 》はく第二の 妻》． 昔 ，一人の夫が 二人の妻を持った 話はよくあ り，その場合 

正妻 ( 本妻 ) が poromat ポロマッ と 呼ばれ，第二の 妻が ponmat ポ ンマッ と 呼ばれ 
た・ ne ネ、 はこの場合 く ‥・として》・ 

549) e-u-piraspa ェ ・ ウ ・ピラ シパ ( それで・互いを・ 広げる》，つまり ， ぱ そうするこ 

とによって子孫が 増える》．砂流地域の 日常語では， ewpiraspa ェウピラシパ の よ う 
に ，語頭の二つの 母音は一つの 二重母音に発音されるが ， 歌うときはこのように 二つ 

の単母音として 出てくる・ 
555) o-moto-kor オ ・モト・ コ s lx, そこに・起源・ 持つれ 

556)  語り手は「お 前が生まれているんだから」と 訳した・行の 頭で unina ウニ ナと 聞 
こえるのは言いまちがい． 
557)  e-re-kor ェ ・ レ ・ コ 。 K あ なたが・名前・ 持つり・ 
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アイヌラック ル 

[u]Aynu 丘 akkuF 

ヱ ネ ル ウ ヱ ネ． 

ene rnwe ne   

ヱ ペカ クス 

epekakusu 

ネイ タイ ウオ Ⅰ 

[u]nel Ⅰ alwo Ⅰ 

ネイ   モシ リ 
6 [U]nel%amoSl で 

ヱア ロケ レ 

ea Ⅰ oke Ⅰ e 

エア プカ シ ャツ カ 

eapkas  yakka 

アヱレ コ カ トウ 

aereko katu 

オタ フ イ シリ ； 

Ouhuy  sIrka 

オタ フ イ ニカプ アット ゥ       
10Ouhuy  nikap  attus 

セ コロ ア エ レコ． 

sekor aer る ko   

モシリ シ ソチ ン 

MOSl 「 SltCl 「 e 

冊
鰯
附
鮒
鰻
鰍
附
附
  
 

アイヌラック ル う と のです 

ですから 

どこの土地 

どこの島も 

全部くまなく 

あ なたが歩いても 

あ なたの呼び名は 

Ⅰ裾の燃える 刀 

裾の燃える厚司の 着物コ 

と 呼ばれます   

国を焼きはら り 

558) aynu-rak-kur アイヌ・ラク・クル く 人間・くさい・ 人 》．人類の始祖の 名称であ 
る ． rak ラク は「 油 くさい」などの「       くさい」にあ たる 語   

・ 5f61 一 562) nei ta ネ、 イ ・ タ 《どこ・ け で 70 》は neyla ネ 、 イタ と 2 音節に発音されてい 

る． 

563) ear-okere エ アラ・オケ レく 全く・終える》・ 語り手は「全部」と 訳した． 

565) a-e-reko ア ・ エ ・レコ く ひとが・あ なたを・名付ける》・ す な む ちくあ なたは名付 
けられる》・ 573 行日のも同じ・ ae アェ が ay アイと発音されている ( 前出 ), 
566-5567) ohuuhuy オフ ウブ イ と 聞こえるが ouhuy オウブ イ． o.uhuy オ ・ ウブ イ 
く その 尻 ( 亡 すそ ) が・燃える》・ ni-kap altus ニ ・カプ・アット ゥシ は 6 本・ タ ・厚 

司》 く 樹皮の厚司 か ・語り手は「初めは 木の皮ででも 厚司を作った」と 説明している． 今 

厚司 (altus アット ゥシ ) と言え ぼ， オヒョウニ レ (alni アッ二 ) の木の皮の繊維 (al 
アッ ) を織って作った 布 ，またそれで 作った着物であ る・この神が 飛び歩くときは ，通 

るところをすべて 焼き払って歩き ， さしている刀も 着ているものも 裾が焦げていると 

Ⅴトフ   
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尊い神 

神があ なたをつくづた 

のですから 

まことの強者に 

なられて 

あ なたが妻をめとるように 

お教え 

するために 

今日 

私はあ なたを山へ行かせて 

あ なたの妻たちを 

来させて 

57 ㌃ 5573) lap タ ブ も la タも 強めの助詞． kamuykar peene wa カムイ・； デ 
エネ・ ワく あ なたは神がつくった ( 二神につくられた ) もので》   
576) e-mat-kor エ ・マッ・ コ n ( あ なたが・ 妻 ・持つ 沈 
577 一 578)  ci--  ㌃ e-ekarkar  チ --  ア ・ エ ・ユカラカラ く 私があ なたに‥・する》・ ae 
アエ が ay アイ と発音されている ( 前出 ). 
579) tanan lo or ta タ ナン・ ト ・ オ p . タ自 tanto タント ( 前出 ). or ta オ p . タは 
otla オッタ と 発音される・ 
580) a-e-ekimne-re ア ・ エ ・エキ ムネ、 ・ レ ( 私が・あ なたを ，山 へ行く・させる》・ ae 

581) アェ e-mal-ular-i は ay アイ と発音されている ェ ・マッ・ウタ ラ     イ く あ なたの・ 妻 ・人々・ ( 所属語尾》つまり 
くあ なたの妻たち 抽 ・妻になるべき 人たちだからこう 言っている・ 
582) a-arki-re ア ・アラキ・ レく 私が・来る ( 複 卜させる》，つまり く 私が彼らを来させ 
た沈 
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         クシ 
[u]ne@wa@ne@kus 

カムイ メ / コ 
kamuy@menoko 

ウタ フ オ ロケ ヘ 

utar@orkehe 

エ コヰ     ヤク 
B@ekor@wa@ne@yak 

エチウピラ シバ   
eciupiraspa@wa 
ヒ   リ ；           ニ タイ 
pirka@pon@nitay 

シ ピラサ   
SIPl 「 aSa  ト l 

セムニラ チ 

[u]semkoraci 

エタカ スレ 

l0e 屯 akasu イ e 

エチシ ビラシバ   
ecisipiraspa@wa 

  
モシリ エビソタ 

mosir@epitta 

瑚
辮
鰯
賭
辮
 
船
脚
 
苅
  
 

あ なたに会わせたの 

でしたから 

女神の 

方 たちを 

おめ とりになって 

子孫を繁栄させて 

美し v 、 小さな木立ちが 

ふえてひろがる 

様 のそのままに 

それ以上に 

あ なた方がふえて 

大勢の子孫が 

国 じゅうに 

583) a-e-nukar-e ア，ヱ ・ヌカラ・ エく 私が・あ なたに・見る・させるか・つまりく 私 

があ なたに女たちを 見させた》・ 
593) si-piraspa シ ・ピラ シパく 自身を・広げる ( 複ル ・ 553 行 日 ， 588 行 目の upiraspa 
ヴピラシパ とほほ同義・ 590 行 目の sip 蹉 asa シ ピラサは単数形・ 
594) eci-inne Ⅰ up Ⅰエチ，イン ネ、 ・ルプ， イく あ なたたちの，大勢の・ 群 ・ ( 所属語 
尾》．語り手は「おお 甘い」と訳した・ 子孫が大勢になって 繁栄することを 予言して 
いる． 

595) mosir モシリ は歌うために mosiri モシリ と発音されている ( 前出 )   
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シ ビラ シパ ナン コヰ ナ ． 

sIplraspanankorna   596  広がるようになさいませ り 

セコヰ イバシクマ． 

sekor@ipaskuma   597  と 語ってくれた   

596) sipiraspa シ ビラ シパ の途中までふしをつけて 歌い， ここから後はふしなしで 言 
っている・ nankor ナンコ。 の マ は次の n の前で n ン になり， nankonna ナンコン 

テ と 発音されている． 
597) i-paskuma イ ・パシクマ く 私に・伝え教えるか・つまり 育ての姉が主人公の 少年に 

このように言ってその 素性を教えてくれたという 結びのことばであ る・ このあ とに聞 

こえる「ていうの」は 日本語であ る・ 
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